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第４８回「勝島夏祭り」を開催
勝島町会

梅雨明け宣言が出る前の７月１５日(土）

１６日(日)、恒例の夏祭り「子ども縁日と盆

踊り大会」を大井競馬場の施設を借りて開催

しました。両日とも大変湿度が高い日でした

が、夕立もなく大勢の人で賑わい盛況でした。

１５日午後の「子ども縁日」は、日中の気

温が３４度と猛暑でしたが、２５０余名の子

どもたちが参加。日頃は家の中でゲームに夢

中な子どもたちも、お祭りとなると暑さも忘

れスイカ割りや、ストラックアウトにチャレ

ンジして元気に大はしゃぎでした。

今年のショーは「やまけいじのボードビル」。

ユーモラスなトークで身体（胸・腰・足・ヘ

ルメット）に取り付けたハンドベルを動きな

がら振り鳴らすと、なんと「夕焼け小焼け」、

「ドレミの歌」が演奏され会場は爆笑の渦。

シンバルを叩くおもちゃの猿との合奏には会

場内が大きな拍手と笑い声に包まれ、時間を

忘れて楽しみました。

夜の部は「盆踊り大会」。品川音頭など聞

き慣れた曲が流れると、一人二人と踊る人が

加わり自然に踊りの輪が広がりました。また、

来場者の多くは模擬店から思い思いの食べ物

を購入。飲食をしながら涼を取り、踊りを眺

め夏の一夜を楽しんでいました。

新しい風物詩

鮫洲仲町会

７月１４日(金)１６時、東大井保育園の園

児たちは山車と神輿を先頭にお揃いのはっぴ
だ し み こ し

姿でクローバーの緑・シマトネリコの白い花

で飾られた鮫洲入江広場に着きました。そこ

で園長先生の子ども夏祭りの開催の挨拶を待っ

ていました。

鮫洲入江広場は、

長い間鮫洲漁師の船

溜りとしての役割を

担い、今は埋立地と

なり地下に広い雨水

貯留池が作られています。地上は子どもたち

の遊び場、若者たちのデートスポット、高齢

者の散歩コースになっているこの広場で、今

年から新しい風物詩が生まれようとしていま

す。

園児たちが自分たちでこしらえた神輿を

「わっしょい・わっしょい」、山車を「そー

れ・そーれ」と広場を練り歩きました。途中

お父さん、お母さんに手を振って喜んでいる

子もいました。終わりは

子どもたちと保育園の先

生・見学者を交えた盆踊

りでした。夏の短い時間

でしたが、子どもたち・

先生・保護者の交流を垣

間見ることができました。

新しい広場で新しい風

物詩が生まれようとしています。近隣の町会

と共に育っていけば良いと思います。

＜ 町会より ＞

シマトネリコの白い花

鮫洲入江広場

「やまけいじのボードビル」ショー


